
尼崎市立歴史博物館のデジタルアーカイブを公開します

尼崎市立歴史博物館では、従来から、ウェブ上の情報発信やコンテンツサービスを重視し、

取り組んできています。このほど、歴史博物館開館３周年を機に、この間進めている MLA

連携推進事業１） の一環として、デジタルアーカイブの公開を開始します。

近年、自治体がデジタルアーカイブを通じて、地域の歴史資料を広くウェブ上に公開する

ことが多くなってきています。しかし、これを公文書館（ アーカイブズ） 事業の基本サービ

スのひとつと位置付け、特定歴史的公文書２） を組織的に掲載・ 公開している基礎自治体の事

例はほとんどなく 、全国に先駆けての取り組みとなります３）。

今後も引き続き、特定歴史的公文書をはじめとする館蔵資料のデジタル化を進め、デジタ

ルアーカイブへの掲載・ 公開に努めていきます。

注１）： Ｍ（ 博物館）・ Ｌ （ 図書館）・ Ａ（ 公文書館・ アーカイブズ） の連携を推進する事業

２）：「 尼崎市公文書の管理等に関する条例」（ 令和４年尼崎市条例第３号） に基づいて歴史博物館に選別

・ 移管し、広く市民の利用に供する歴史的公文書

３)： 歴史的公文書をデジタルアーカイブに公開する基礎自治体の例として、宝塚市の例がある（ 西谷村

役場文書10件を公開）。都道府県レベルでは、東京都・ 滋賀県・ 沖縄県など数千～数万件の単位で

組織的に掲載・ 公開している例がある。

１ 名称 尼崎市立歴史博物館デジタルアーカイブ

２ 目的 館蔵資料をはじめ尼崎地域の歴史資料をウェブ公開し、非来館者向けの資料利用

サービスを実現することにより、本市の歴史・ 文化の情報発信、イメージアップ

等に資する。

３ 方法 本市が契約する早稲田システム開発株式会社が提供する I . B. MUSEUM Saas のシス

テムに館蔵資料等を登録し、同社が提供する検索サイト上に公開する。

４ URL https: //j mapps. ne. j p/8184/

５ 公開日 令和５年10月10日（ 火曜日） 歴史博物館開館３周年を記念して公開する。

６ 掲載資料 計186件

(１ ) 市内指定文化財・ 登録文化財 43件（ 全128件のうち）

(２ )  古文書類（ 近世絵図） 15件（ うち２件は市指定文化財として掲載分と重複）

(３ )  地図 33件

（ ４ ) 特定歴史的公文書 97件 大正５年（ 1916） 市制施行以前の尼崎町役場

文書全点・ 全ページのPDF画像を掲載

７ 広報 本市公式サイトの歴史博物館ページにリンクを張るほか、当館公式SNS等を通じ

て広報し、利用促進に努める。

〔 関連〕 デジタルアーカイブと同様に、ウェブ上の利用サービス向上の一環として、市立図

書館蔵書検索システムに当館蔵書のうち15, 100冊を掲載し、検索できるようにな

りました（ 令和５年８月18日開始）。 以上
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